
 

独
法
化
反
対
都
庁
前
集
会 

 

議
会
の
あ
り
方
検
討
会 

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会 

議
会
運
営
委
員
会 

 

都
議
会
第
４
回
定
例
会
閉
会
本
会
議 

 
 

〃 
 

 
 

談
話
発
表 

 

年
末
緊
急
対
策
の
申
し
入
れ 

 

都
委
員
会
・
議
員
団
国
保
対
都
要
請 

 

Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
ア
ン
ケ
ー
ト 

 

予
算
要
望
書
を
知
事
に
提
出 

 

都
議
会
情
報
新
年
の
あ
い
さ
つ
原
稿

提
出 

 

葛
飾
社
保
協
で
国
保
学
習
会
講
師 

 

本
田
消
防
団
年
末
特
別
警
戒
視
察 

           

葛
飾
区
賀
詞
交
歓
会 

 

都
議
会
連
絡
調
整
本
部
会
議 

 
 

 

 

 

  のさわやかレポート  

 

 

 https://www2.jcp-tokyo.net/izumi/  

生活・年金・法律相談 

日本共産党都議会議員 

和泉なおみ の 

２０２２年２月９日（水）午後２時より 

事前にお電話ください 

場所 和泉なおみ事務所 

和
泉
な
お
み
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幹
事
長
日
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さわやか 
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『
さ
わ
や
か
レ
ポ
ー
ト
』

１２
月
号
で
「
手
話
言
語
条
例

を
５
会
派
が
共
同
し
て
条
例

づ
く
り
」
と
い
う
記
事
の
な

か
に
「
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば

全
国
で
も
初
め
て
の
こ
と
」

と
書
い
た
と
こ
ろ
、
読
者
の

方
か
ら
「
手
話
言
語
条
例
は

他
の
自
治
体
に
す
で
に
存
在

し
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と

御
指
摘
の
と
お
り
で
す
の
で

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

県
レ
ベ
ル
で
は
大
分
県
、

神
奈
川
県
な
ど
、
区
レ
ベ
ル

で
も
江
戸
川
区
、
荒
川
区
な

ど
。
葛
飾
区
も
よ
り
一
般
化

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
条
例

と
し
て
あ
り
ま
す
。
但
し
条

例
を
作
成
す
る
段
階
か
ら
超

党
派
の
議
員
が
つ
く
る
、
と

い
う
例
は
珍
し
く
、
都
政
で

は
も
ち
ろ
ん
初
の
試
み
で

す
。 

葛
飾
社
会
保
障
推
進
協
議
会

は
、
暮
れ
の
１２
月
２７
日
に
、
和

泉
な
お
み
都
議
を
講
師
と
し
て

招
き
、
来
年
度
の
国
保
料
値
上
げ

問
題
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
行

い
ま
し
た
。 

こ
の
学
習
会
は
『
さ
わ
や
か
レ

ポ
ー
ト
』
１２
月
号
で
和
泉
都
議

が
あ
き
ら
か
に
し
た
東
京
都
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
得

た
都
試
算
に
よ
る
国
保
料
９
・

４
％
値
上
げ
の
資
料
に
基
づ
い

て
急
遽
、
開
か
れ
た
も
の
で
す
。 

和
泉
都
議
は
あ
ら
た
め
て
、
国

民
健
康
保
険
法
に
は
、
協
会
・
共 

 

               

料
の
値
上
げ
が
つ
づ
く
仕

組
み
を
解
明
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
コ
ロ

ナ
禍
の
な
か
で
弱
い
立
場

の
人
が
医
療
か
ら
遠
ざ
け

ら
れ
る
国
保
料
の
値
上
げ

が
つ
づ
く
と
い
う
こ
と
は

重
大
だ
」
と
い
う
声
が
あ

が
り
、
葛
飾
社
保
協
と
し

て
、
新
年
早
々
に
対
策
会

議
を
開
き
た
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

訂
正 

学習会の講師を務める和泉都議（左から２人目） 
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会 

和
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価を上げることはできない。何も作り出さ

ない、貪るだけのハゲタカの限界です。」 

いずれも新自由主義の本質をつく痛

烈な批判です。毅然と言い放つ主人公

がかっこよくて、私までつられて「よし、頑

張るぞ!」 今年も全力投球です。 

人気ドラマのお正月スペシャル版、『相棒』と『義母と娘のブル

ース』です。 

『相棒』では、国力を強めることが政治の仕事であり、個人のこと

は個人で何とかしろと語る政治家に、主人公がこう言います。「困っ

たときに助けを求める事すら恥ずかしいことだと思い込まされている。そ

れが豊かな国と言えるか。公正な社会と言えるか」「愚かな権力者

がこのようなゆがんだ社会をつくったんですよ」 

もう一つは『義母と娘のブルース』です。ハゲタカファンドが、傾き

かけた大手製パン工場を買収し、街の人気のパン屋の経営権を吸

収して株価を吊り上げ、売り抜けようとします。その企みを阻止した主

人公が言います。「工場員の努力と尽力によって、はじめて人様に

出せるパンが焼きあがるのです。あなた方は自力では一円たりとも株 

 

 

１月３日、堀切菖蒲園駅 

済
な
ど
他
の
健
保
法
に
は
な
い

「
社
会
保
障
に
資
す
る
」
と
い
う

規
定
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
国
は
当
初
、
医
療
費

全
体
の
４
割
を
負
担
し
て
い
た

こ
と
、
そ
れ
が
次
第
に
削
ら
れ
て

い
っ
て
今
で
は
３
割
の
自
己
負

担
分
を
除
い
た
う
ち
の
３２
％
し

か
国
が
負
担
し
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
、
止
む
を
得
ず
自
治
体
が

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
国

保
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
も
、
国
や
都
が
こ
れ
を
や
め

さ
せ
る
よ
う
に
圧
力
を
か
け
て

い
る
こ
と
、
な
ど
を
説
明
し
国
保 
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